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基礎セミナ ー ものづくり入門（7) ～はかつてつくる中波ラジオ ～

1. まえがき

スビーカ ーの鳴る中波ラジオの製作を中心として，

新入生向けの基礎セミナーを実施した． これは工学部

教員が教養教育として行う 「ものづくり入門J のひと

つであり， 平成24年度で2年目となる．

副題の中の 「はかつて』は 「計ってJ， 「測って」， 「量

ってJ， 「図って」のすべての意味を込めてかな書きし

た． 同様に 「つくる」は 「作るJ， 「造るJ， 「創るJ を

意図した． すなわち， 単に回路図にしたがって部品を

はんだ付けするだけでなく， アンテナやキャビネット

の形を各自に創造させ， その電気定数や寸法をはかり

ながら作業を進めることとした． 結果として， 最終回

の授業では， バラエティに富んだデザインのラジオが

並ぶことになった． 以上の考えにより， シラパスでは

「授業の目標J を次のように設定した．

私たちの生活はテレビ， ラジオ， 携帯電話など， 電

波を利用した電子機器に固まれています． また高校時

代より， パ ソコンや インターネットを勉学に役立てて

きた人も多いと思います． しかしそのような機器がど

のような部品と部品の組み合わせによって働いている

かはそれほど一般には理解されていません．

そこで本テーマでは， 最も基本的な構造のラジオを

題材として， はんだ付けをしながら組み立てることに

より， 身近な機器の倣Eみを理解します． 製作におい

ては， できる限り材料を手造りし， 部品の特性を測り

ながら進めます． さらに， 屋外アンテナにつないで受

信実験を行い， 部品の個数や回路の複雑さが増すほど

大きい音で聞こえることを体験します． 以上により，

ものづくりの楽しさを味わうことを目標とします．

（シラパスここまで）

本セミナーに類似した内容の先行実施例として， 担

当者らが熊本県立大津高等学校理数科1 年生に対し

て，2003年から2011年まで毎年夏期に行ってきたサ

イエンスパートナーシッププロジェクト（SPP） があ

る． これは半日の3回コースで1石ラジオなどをつく

るコースであり， その成果を 「工学教育に関するアジ

ア会議2009」で報告した［1］. そこでの経験を生かし

ながら， 本科目の授業時間数がS PPの約2倍である

ことを考慮して， 実施内容の拡充を図った．
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2. 捜業の形態

本コースを前学期木曜3限の90 分授業の8回分で

構成し， 同一の内容を前半（4月12 日～6月7日）と

後半（ 6月 14日～8月 2 日）の 2 クラスに対して実施

した定員は各クラス20名であり， 合計40名の内訳

は次の通りである．

教育学部1名 法学部2名 文学部O名

理学部8名 工学部9名 薬学部8名

医学部12名；

男子 37名 女子 3名

以下は， シラパスに掲載した 「履修上の注意J の一

部である． 文科系の学生を集める効果はあったものと

思われる．ただし， 「工学部以外の学生を対象J と記載

したにもかかわらず工学部の受講者が多く， 履修指導

の仕方に関して問題が残った．

平方根を含む簡単な数値計算は現れますが， それよ

りも電気現象の観察と理解に重点を置きます（微分積

分は電気の性質を美しく表すための手段ですが， 本講

義では使いません）．数学や 理科が苦手でも， 積極的に

頭と手を働かせる意欲があれば大丈夫です． 将来子ど

もたちに「ものづくり」の楽しさを伝える立場になる

人にも体験していただくことを希望します．

（シラパスここまで）

ティーチングアシスタントとして， 大学院自然科学

研究科情報電気電子工学専攻博士前期課程2年の鬼松

弘幸氏と加峯昂生氏に製作指導の補助を依頼した．

3. 授業の肉容

8回分の授業の内容を次のように振り分けた．

(1）電気部品の働きを学んで特性をはかる．

包）電池のいらないゲ〉レマニウムラジオをつくる．

（訪はんだ付けの方法を学び， 2石ラジオを製作に

とりカミカミる．

（心2石ラジオを完成させイヤホンで聞く．

(5) 2石アンプをつくって動作を確かめる．

（＠アンプとラジオをつないでスビーカ ーで聞く．

(7）部品の配置を考えてケースをデザインする．

（＠ケースの設計コンセプトについてプレゼンテー

ションを行う．






